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河川入門講座 ⑹

河川の使用

　河川の使用や利用というと、河川を構成している
いわゆる河川敷とそこを流れる流水の使用とのこと
になりますが、今回は主として河川敷の使用（利用）
に限ってお話しします。

自 由 使 用

　河川敷は、国や都道府県知事が河川法に基いて指
定した河川区域の土地のことで、私有地も含まれま
すが河川管理者が管理する国有地部分は公共物です
から、本来的に一般の公衆、国民の自由な使用に供
されます。
　もちろん、他の人の使用に迷惑をかけたり、河川
管理の支障になるような行為や活動は別ですが、例
えば水遊び、水泳、散歩や運動、昆虫や植物の採集、
釣り、洗濯、日常生活のための水汲み、資格不用の
小型船の舟航などは全くの自由です。このような一
般的な通常の利用を、河川管理では“自由使用”と
呼んでいます。

許 可 使 用

　一方、その使用・利用の方法がどうしても他の人々
の自由使用や河川管理に支障を及ぼしかねないこと
があります。
　このような使用・利用としては、河川敷における
建物等の工作物の新改築、堀削や盛土等の土地の形
状を変更する行為、竹林の植栽と伐採、河川の流水
の障害となる行為などが該当します。
　そのため、このような使用は河川管理上好ましく
ないとして基本的に禁止又は制限されているところ
ですが、河川法には禁止するとは書かれていません。
　そのような使用をするときは、河川管理者への個
別の申請に基づき、支障の有無と程度、他への影響

等を審査し、必要に応じて条件を付けて使用を許可
するという形式を採っています。

　このような使用の容認の形式を法律的には“許可
使用”と云います。

特 許 使 用

　河川の使用で一般の自由使用を不可能又は困難に
する形態のものが“占用”です。
　これは特定の人、法人、団体などが、一般的には
許されない特別の排他独占的な“権利”を河川管理
者から許可されたものです。
　河川の流水を取水利用する権利いわゆる“水利権”
がその最たるものですが、国有の河川敷を占用する
ときは、河川区域の土地の占用の権利が設定されま
す。
　我々が目にする河川敷の占用の例としては、公園、
野球場などのグランド、橋梁、送電鉄塔、堰などの
取水施設、さらにはゴルフ場、滑走路、農地なども
あります。
　限られた貴重な公共空間ですから、以前は私人、
私企業による占用もありましたが、現在では原則と
して国や地方公共団体あるいは其の機関に限られ、
使用目的も公共性の高いもの、地元の利便に即した
もの等が優先されます。
　このような、河川使用の形態を法律論的には“特
許使用”と云います。

　なお、河川敷の占用ではその目的のために必要な
工事（グランドの整地、橋梁工事等）を伴う場合は
別途、河川管理者から許可を得ねばなりません。




